
令和７年１月 第 250号

　国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生
物の生育・生息の場となっている森林が多く残されています。
　国有林野事業では、1915 年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、
森林や野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・
管理を行っています。

お問い合わせ先：計画保全部計画課  ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、コードを
　読み込んでください。

所在地所在地
　長野県諏訪郡富士見町　長野県諏訪郡富士見町

★★

中
部
の
保
護
林（
第
45
回
）

中
部
の
保
護
林（
第
45
回
）

シリー
ズ

希
少
な
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
が
生
育
す
る
森
林

希
少
な
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
が
生
育
す
る
森
林

西
岳・フ
ウ
キ
沢
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
希
少
個
体
群
保
護
林

西
岳・フ
ウ
キ
沢
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
希
少
個
体
群
保
護
林

設
定
目
的

設
定
目
的

　

八
ヶ
岳
及
び
南
ア
ル
プ
ス
の
み
に
分
布
す
る

　

八
ヶ
岳
及
び
南
ア
ル
プ
ス
の
み
に
分
布
す
る

ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
は
、
個
体
数
が
少
な
い
こ
と

ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
は
、
個
体
数
が
少
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
環
境
省
に
よ
り
絶
滅
危
惧
種
（
Ⅰ
Ｂ

な
ど
か
ら
環
境
省
に
よ
り
絶
滅
危
惧
種
（
Ⅰ
Ｂ

類
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ

類
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ

ト
ウ
ヒ
を
主
体
と
し
、
天
然
カ
ラ
マ
ツ
等
も
混

ト
ウ
ヒ
を
主
体
と
し
、
天
然
カ
ラ
マ
ツ
等
も
混

交
す
る
個
体
群
の
保
護
・
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

交
す
る
個
体
群
の
保
護
・
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

地
況
・
林
況

地
況
・
林
況

　

八
ヶ
岳
火
山
群
の
南
麓
、
標
高
一
、八
五
〇
㍍

　

八
ヶ
岳
火
山
群
の
南
麓
、
標
高
一
、八
五
〇
㍍

に
位
置
し
、
南
西
向
き
斜
面
の
土
壌
が
薄
く
母

に
位
置
し
、
南
西
向
き
斜
面
の
土
壌
が
薄
く
母

岩
が
露
出
し
た
部
分
に
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
が

岩
が
露
出
し
た
部
分
に
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
が

生
育
し
て
お
り
、
土
壌
が
発
達
し
た
部
分
に
は

生
育
し
て
お
り
、
土
壌
が
発
達
し
た
部
分
に
は

ミ
ズ
ナ
ラ
が
優
占
し
て
い
ま
す
。

ミ
ズ
ナ
ラ
が
優
占
し
て
い
ま
す
。
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第 250号 令和７年１月

初冠雪の鳥
とり

甲
かぶとやま

山

国
有
林
の
現
場
の
最
前
線
で
、
働
く

森
林
官
の
仕
事
や
、
管
轄
す
る
地
域

の
特
色
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ

森
林
官
か
ら
の
便
り

森
林
官
か
ら
の
便
り

〈シリーズ／森林官からの便り〉〈シリーズ／森林官からの便り〉
【
北
信
森
林
管
理
署

 
水み
の
ち内
森
林
事
務
所
】

 

森
林
官　

古
田　

誠

水
内
森
林
事
務
所
は
長
野
県
栄さ

か
え
む
ら
村
、

山や
ま
の
う
ち
ま
ち

ノ
内
町
に
あ
る
五
つ
の
国
有
林
約

一
三
、六
八
四
㌶
及
び
新
潟
県
津つ

な
ん
ま
ち

南
町

に
あ
る
官
行
造
林
地
を
管
理
し
て
い
ま

す
。

　

栄
村
に
あ
る
国
有
林
に
は
、
日
本
百

名
山
で
あ
る
苗な
え
ば
さ
ん

場
山
や
、
二
百
名
山
の

佐さ

ぶ武
流り
ゅ
う
や
ま
山
な
ど
が
そ
び
え
、
そ
の
周
囲

に
は
、
中
部
局
が
設
定
し
た
森
林
生
態

系
保
護
地
域
や
生
物
群
集
保
護
林
な
ど

多
様
な
森
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
地
域
は
、
秘
境
と
呼
ば
れ

る
秋あ

き
や
ま山
郷ご
う
、
長
野
・
新
潟
・
群
馬
各
県

か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
豊
富
な
登
山
ル
ー

ト
、
里
山
巡
り
と
し
て
整
備
さ
れ
た

信し
ん
え
つ越
ト
レ
イ
ル
・
ぐ
ん
ま
県
境
稜
線
ト

レ
イ
ル
な
ど
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま

で
山
と
森
林
を
楽
し
め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
秘
境
な
の

で
ア
ク
セ
ス
が
大
変
か
と
思
い
な
が
ら

着
任
し
ま
し
た
が
、
登
山
者
や
観
光
客

に
聞
い
て
み
る
と
「
首
都
圏
か
ら
そ
れ

ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な
い
の
で
楽
だ
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
確
か
に
、
車
で
栄

村
か
ら
長
野
市
内
へ
行
く
時
間
で
新
潟

県
長
岡
市
や
群
馬
県
高
崎
市
ま
で
行
け

て
し
ま
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
当

管
内
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
紅
葉
を
遠

く
か
ら
眺
め
る
も
よ
し
、
登
山
が
厳
し

い
な
ら
近
く
ま
で
行
っ
て
温
泉
巡
り
も

よ
し
、
春
の
根
曲
が
り
竹
や
秋
の
舞
茸

な
ど
季
節
の
味
覚
を
味
わ
う
も
よ
し
、

思
う
存
分
、
栄
村
ひ
い
て
は
当
署
管
内

の
市
町
村
巡
り
を
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

コ
ロ
ナ
禍
に
こ
の
事
務
所
に
異
動
し

ま
し
た
が
、
村
の
方
々
に
温
か
く
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
林
野
庁
の
最
前

線
で
あ
る
地
域
密
着
型
の
森
林
事
務
所

で
あ
り
、
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き

た
財
産
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
現
場
業

務
に
お
い
て
は
、
奥
山
へ
の
往
復
で
体

力
的
に
も
き
つ
い
と
き
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
業
務
が
終
了
し
た
と
き

の
達
成
感
は
格
別
で
す
。
さ
ら
に
国
有

林
は
何
度
行
っ
た
現
場
で
も
行
く
た
び

に
四
季
折
々
の
新
た
な
発
見
が
あ
り
、

初
め
て
行
く
現
場
は
ド
キ
ド
キ
と
ワ
ク

ワ
ク
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
こ
の
地

域
密
着
型
の
職
場
で
新
た
な
ド
キ
ド
キ

と
ワ
ク
ワ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

信越トレイル調査中の筆者

エメラルドグリーンが美しい夏の中津川

❼❼❽❽



シリーズ

「
私
の
森
語
り
」

「
私
の
森
語
り
」

も
り
か
た

も
り
か
た

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

令和７年１月 第 250号〈シリーズ「私の森語り」〉〈シリーズ「私の森語り」〉
「
山
は
命
の
源
」

■
自
己
紹
介

　

私
の
専
門
分
野
は
生
態
人
類
学
で
、

人
と
自
然
の
関
係
を
探
求
す
る
研
究
領

域
で
す
。
こ
れ
ま
で
ア
フ
リ
カ
や
中
央

ア
ジ
ア
の
砂
漠
や
乾
燥
地
で
狩
猟
採
集

や
遊
牧
で
暮
ら
す
人
々
の
文
化
と
生
活

を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。
調
査
地
か
ら

帰
国
す
る
度
に
、
日
本
の
緑
と
豊
か
な

水
流
の
美
し
さ
と
貴
重
さ
を
深
く
感
じ

る
よ
う
に
な
り
、
十
五
年
ほ
ど
前
か
ら

日
本
の
山
村
の
生
活
誌
と
森
林
利
用
を

研
究
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

里
山
と
人
の
つ
な
が
り
を
知
り
た
く

て
、
飛
騨
市
宮
川
村
お
よ
び
長
野
県
天

龍
村
の
お
年
寄
り
か
ら
、
山
の
生
活
の

歴
史
と
実
態
を
聞
き
書
き
し
て
い
ま

す
。
春
の
山
菜
・
筍（
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
）

採
り
か
ら
始
ま
り
、秋
の
キ
ノ
コ
採
り
、

鹿
や
猪
の
狩
猟
、
一
年
を
通
じ
た
水
田

の
作
業
、
さ
ら
に
か
つ
て
の
馬
・
牛
飼

い
、
長
い
冬
の

暮
ら
し
方
な
ど

の
四
季
に
応
じ

た
在
来
知
、
四

季
カ
レ
ン
ダ
ー

と
組
み
合
わ
さ

れ
た
祭
り
と
伝

統
芸
能
を
記
録

し
て
い
ま
す
。

　

山
村
に
は
縄
文
時
代
か
ら
続
く
日
本

の
知
恵
が
た
く
さ
ん
蓄
積
さ
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
こ
で
も
聞
く
言
葉

が「
山
は
荒
れ
て
い
る
」と
い
っ
た
嘆
き

で
す
。
戦
後
、
植
林
さ
れ
た
杉
・
檜
が

手
入
れ
さ
れ
ず
に
密
集
し
た
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
現
状
、
鹿
や
猪
が
里
に
お

り
て
き
て
畑
を
あ
ら
す
獣
害
、
こ
れ
ら

に
対
処
す
る
人
々
の
高
齢
化
な
ど
、
問

題
が
山
積
み
で
す
。

　

現
在
、私
が
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
、

有
機
物
が
河
川
を
経
て
流
れ
着
い
た
も

の
で
あ
る
こ
と

を
、
学
生
や
聴

講
し
て
く
だ

さ
っ
た
一
般
の

人
々
が
理
解
し

て
く
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

■
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

日
本
は
、
山
に
降
っ
た
雨
水
が
土
中

に
潜
り
、
そ
の
後
、
何
度
も
地
表
に
出

て
は
地
下
水
脈
に
戻
る
を
繰
り
返
し
た

水
流
が
、
最
終
的
に
海
洋
に
出
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
日
本
の
山
は
大
き
な
水

甕
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
山
に
分
け
入

れ
ば
、
そ
こ
に
は
多
様
な
動
植
物
が
生

き
て
お
り
、
人
間
は
生
き
物
た
ち
の
時

間
に
合
わ
せ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
す

べ
て
の
命
の
源
で
あ
る
山
と
森
林
の
貴

重
性
、
重
要
性
を
、
今
後
も
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
連
絡
先

　

名
古
屋
市
熱
田
区
熱
田
西
町
１
︱

25

　

名
古
屋
学
院
大
学
現
代
社
会
学
部
・

　

今
村
研
究
室

　

 https://k-im
am

ura.com
/

　

PSCA/contact.htm
l

で
き
る
だ
け
様
々
な
場
に
参
加
し
て
体

験
し
記
録
す
る
こ
と
と
、
学
生
へ
の
啓

蒙
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
学
生
を
引
率
し
て
行
っ
て

き
た
こ
と
は
、
い
な
べ
市
で
の
林
業
実

習
、
郡
上
市
の
里
山
保
全
組
織
『
猪
鹿

庁
』
で
の
狩
猟
体
験
、
飛
騨
市
宮
川
村

に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
犬
山

市
で
の
竹
林
整
備
と
土
中
環
境
改
善

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
二
〇
一
六
年
の『
山
の
日
』制

定
に
と
も
な
い
、
畠
山
重
篤
氏
（
特
定

非
営
利
活
動
法
人「
森
は
海
の
恋
人
」代

表
）
を
大
学
に
招
い
て
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
海
の
水
産
物

を
育
て
て
い
る
の
は
、
山
の
落
ち
葉
や

名古屋学院大学
現代社会学部

教授　今
いまむら
村　薫

かおる
　

天龍村例祭における奉納舞

学生林業体験（いなべ市）

学生狩猟体験（郡上市）

❽❽



　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

第 250号 令和７年１月

今 

は 

昔 

の 

林 

業

今 

は 

昔 

の 

林 

業

中
部
森
林
管
理
局
総
務
課

　
　
　

  

井
上 

日
呂
登

第45回

い
の
う
え

ひ

　
　ろ

　
　と

シリーズ
秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　

当
サ
イ
ト
へ
は
、
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

主
に
利
用
し
た
運
材
で
徐
々
に
川
の
本
流
ま
で
送
ら

れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
行
程
を
総
称
し
て
「
小
谷
狩
」

と
呼
び
ま

す
。

　
「
山
落
と

し
」
で
は
主

に
自
重
で
斜

面
を
滑
り
落

と
さ
れ
て
き

た
木
材
で
す

が
、
緩
勾
配

と
な
る
に
つ

れ
自
重
の
み

で
は
動
き
に

く
く
な
り
ま

す
の
で
「
小

谷
狩
」で
は
水
も
用
い
て
そ
の
浮
力
を
利
用
し
て
運
材

を
行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、同
じ「
小
谷
狩
」と
呼
ば
れ
る
行
程
で
あ
っ

て
も
、
水
量
が
少
な
い
上
流
部
と
水
量
が
増
加
す
る

下
流
部
と
で
は
そ
の
様
相
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

上
流
部
で
の「
小
谷
狩
」の
風
景
は「
山
落
と
し
」と
よ

く
似
て
い
ま
す
。

大正時代頃、川の上流部での小谷狩の風景（飛騨）大正時代頃、川の上流部での小谷狩の風景（飛騨）
丸太を並べた滑り台的な装置「シュラ」が多用され、丸太を並べた滑り台的な装置「シュラ」が多用され、

「山落とし」と見た目は非常に似ている「山落とし」と見た目は非常に似ている

大
正
九
年
、
裏
木
曽
か
ら
の
神
宮
（
伊
勢
）
用
材
を
谷
筋
で
運
搬

大
正
九
年
、
裏
木
曽
か
ら
の
神
宮
（
伊
勢
）
用
材
を
谷
筋
で
運
搬

す
る
様
子
（
現
在
の
東
濃
森
林
管
理
署
管
内
）。
特
に
巨
大
な
材

す
る
様
子
（
現
在
の
東
濃
森
林
管
理
署
管
内
）。
特
に
巨
大
な
材

で
あ
り
一
般
的
な
運
材
風
景
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
が
広
義
の
小

で
あ
り
一
般
的
な
運
材
風
景
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
が
広
義
の
小

谷
狩
と
言
え
る
。

谷
狩
と
言
え
る
。

「
裏
木
曽
」そ
の
九

小こ
た
に
が
り

谷
狩 

①

　
「
山
落
と
し
」（
第
四
十
四
回
参
照
）
で
斜
面
を
利
用

し
て
降
ろ
さ
れ
た
木
材
は
、
そ
の
後
、
谷
筋
を
水
を

シュラシュラ

大正時代頃の木曽での小谷狩の様子（上流部）大正時代頃の木曽での小谷狩の様子（上流部）
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令和７年１月 第 250号

編 集 長 だ よ り
（中部の森林へのご意見・ご要望等
の投稿は、migoro＠maff.go.jp
まで電子メールでお送りください。）

　明けましておめでとうございます。お正月にはおせち料理、年末
は黒豆・田作り・数の子・紅白なます・松前漬け・筑前煮・ぶりの
照り焼きなどの準備に勤しみました。それぞれの食材に縁起を担ぐ
いわれがあり、買うにせよ作るにせよ、習わしとして、年初を祝う
気持ちとともに大切にしたいと思います。
　近くの神社では材料確保と技術の伝承が困難となり、しめ縄飾り
が全て合成繊維製となりました。しめ縄づくりの技術としては継承
されていても身近とは言えなくなる、おせち料理もいずれ同じよう
になる（すでになっている？）のでしょうか。
　巳年は新たな挑戦や変化に前向きになる年だそうです。どんな年
にするかは自分次第！今年もどうぞよろしくお願いします。

【
計
画
課
、
木
曽
森
林
管
理
署
、

 

木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
】

　

十
二
月
四
日
、
木
曽
署
の
会
議
室
に

お
い
て
、
令
和
六
年
度
「
木
曽
悠
久
の

森
」管
理
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
木
曽
悠
久
の
森
」は
、
世
界
的
に
も

希
少
で
貴
重
な
存
在
で
あ
る
ヒ
ノ
キ
、

サ
ワ
ラ
等
の
木き

そ
ご
ぼ
く

曽
五
木
を
含
む
温
帯
性

針
葉
樹
林
を
保
存
・
復
元
す
る
た
め
、

木
曽
地
方
の
国
有
林
に
設
定
し
て
い
る

「
森
林
生
物
多
様
性
復
元
地
域
」の
愛
称

で
す
。
学
識
経
験
者
や
地
元
関
係
者
等

で
構
成
す
る
管
理
委
員
会
を
設
置
し
、

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
回
の
管
理
委
員
会
は
、
伊
勢
神
宮

式
年
遷
宮
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
令
和

八
年
に
開
催
が
予
定
さ
れ
る
「
仮か

り

御み
ひ
し
ろ
樋
代
木ぎ

伐ば
っ
さ
い
し
き

採
式
」
の
御
用
材
の
伐
採

計
画
案
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取
を
行
い

ま
し
た
。委
員
会
の
開
催
に
先
立
っ
て
、

委
員
に
よ
る
現
地
確
認
を
行
い
、
伐
倒

の
方
向
や
伐
倒
・
搬
出
に
伴
う
支
障
木

の
発
生
状
況
等
に
つ
い
て
質
疑
応
答
を

行
い
ま
し
た
。

「
木き
そ
ゆ
う
き
ゅ
う

曽
悠
久
の
森
」

�

管
理
委
員
会
を
開
催

「
木き
そ
ゆ
う
き
ゅ
う

曽
悠
久
の
森
」設
定
十
周
年

�

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
ご
案
内

　

委
員
会
に
お
い
て
は
、
出
席
委
員
全

員
に
よ
り
適
当
と
判
断
さ
れ
、
こ
の
ほ

か
、
特
殊
用
材
の
需
要
・
要
望
に
対
す

る
対
応
手
順
や
、
赤
沢
自
然
休
養
林
に

お
け
る
危
険
木
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
木
曽
悠
久
の
森
」の
取
組
は
、
数
百

年
の
超
長
期
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ
と 

か
ら
、
管
理
委
員
会
の
委
員
や
地
域
の

関
係
者
等
か
ら
意
見
を
頂
戴
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
、
一
歩
一
歩
着
実
に
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
木
曽
悠
久
の
森
」は
、
平
成
二
十
六

年
に
設
定
し
て
か
ら
、
本
年
度
で
十
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

温
帯
性
針
葉
樹
林
の
姿
や
そ
の
希
少

性
、
歴
史
的
・
文
化
的
な
建
造
物
等
の

維
持
に
果
た
し
て
き
た
役
割
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、
自
然
生
態
系
の
回
復
に

向
け
た
先
駆
的
な
取
組
と
し
て
、
こ
の

森
の
将
来
の
姿
を
地
域
と
と
も
に
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

日
時　

令
和
七
年
二
月
二
十
日（
木
曜
日
）

　
　
　

十
三
時
～
十
六
時
三
十
分

会
場　

上
松
町
ひ
の
き
の
里

　
　
　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
長
野
県
上
松
町　

Ｊ
Ｒ
上
松
駅
前
）

お
申
込
み
不
要
・
参
加
費
無
料
で
す
。

「令和６年度
� 中部森林・林業交流発表会」
　令和７年2月13日・14日の２日間にわ
たり、国有林及び大学、高校、民有林の
研究機関等による森林・林業に関する試
験研究、技術開発、地域連携の取組につ
いての交流発表会を開催します。
　プログラム等の詳細は、後日ＨＰにて
公開します。

御用材候補木の現地確認の様子

５年ぶりに中部森林管理局にて対面開催！

地域の皆様や関係者はもとより、一般
の方々のご参加をお待ちしています。

❿❿



東信森林管理署
（佐久市）

中信森林管理署
（松本市）

南木曽支署
（木曽郡南木曽町）

木曽森林管理署
（木曽郡上松町）

飛騨森林管理署
（高山市）

岐阜森林管理署
（下呂市）

東濃森林管理署
（中津川市）

名古屋事務所
（名古屋市）

愛知森林管理事務所
（新城市）

森林技術・支援センター
（下呂市）

木曽森林ふれあい推進センター
（木曽郡木曽町）

伊那谷総合治山事業所
（飯田市）

中部森林管理局
（長野市）

富山森林管理署
（富山市）

北信森林管理署
（飯山市）

南信森林管理署
（伊那市）

（　）は庁舎所在市町村

中
部
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
以

下
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

メールマガジンに登録いただくと、広報「中部の森林」を  

発行日と同時にデジタル版を毎月配信します。 

（毎月 10 日発行※編集の都合で、発行日が遅れることもあります） 

登 録 サイト  https://mailmag.maff.go.jp/m/entry  
 

c_nagoya@maff.go.jp 
c_toyama@maff.go.jp 
c_hokushin@maff.go.jp 
c_chushin@maff.go.jp 
c_tohshin@maff.go.jp 

c_nanshin@maff.go.jp 
c_kiso@maff.go.jp 
c_nagiso@maff.go.jp 
c_hida@maff.go.jp 
c_gifu@maff.go.jp 
c_tohno@maff.go.jp 
c_aichi@maff.go.jp  

c_gijutsus@maff.go.jp  
kiso-fureai@maff.go.jp 

〒509-2202 岐阜県下呂市森876-1 
〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島5473-8
〒395-0001 長野県飯田市座光寺5152-1  

発行：林野庁 中部森林管理局 
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名 古 屋 事 務 所 〒456-8620 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1-20 TEL 050-3160-6660
富 山 森 林 管 理 署 〒939-8214 富山県富山市黒崎字塚田割591-2 TEL 050-3160-6080
北 信 森 林 管 理 署 〒389-2253 長野県飯山市大字飯山1090-1 TEL 050-3160-6045
中 信 森 林 管 理 署 〒390-0852 長野県松本市島立1256-1 TEL 050-3160-6050
東 信 森 林 管 理 署 〒384-0301 長野県佐久市臼田1822 TEL 050-3160-6055
南 信 森 林 管 理 署 〒396-0023 長野県伊那市山寺1499-1 TEL 050-3160-6060
木 曽 森 林 管 理 署 〒399-5604 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1 TEL 050-3160-6065
南　　木　　曽　　支　　署 〒399-5301 長野県木曽郡南木曽町読書3650-2 TEL 050-3160-6070
飛 騨 森 林 管 理 署 〒506-0031 岐阜県高山市西之一色町3丁目747-3 TEL 050-3160-6085
岐 阜 森 林 管 理 署 〒509-3106 岐阜県下呂市小坂町大島1643-2 TEL 050-3160-6090
東 濃 森 林 管 理 署 〒508-0351 岐阜県中津川市付知町8577-4 TEL 050-3160-5675
愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101
森 林 技 術 ・ 支 援 セ ン タ ー TEL 050-3160-6095
木曽森林ふれあい推進センター TEL 0264-22-2122
伊 那 谷 総 合 治 山 事 業 所 TEL 050-3160-6075

中部森林管理局
ホームページ

広報
「中部の森林」

用語の解説
本誌文中に掲載して
いる主な専門用語・
業界用語を解説。

本誌に使われている紙は、日本の森林を育てるために間伐材を積極的に使用しています。
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